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空調ポール

樹脂窓による自然換気
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北側開口による
安定した採光

タスクアンビエント
照明による省エネ

ハイサイドライトに
換気窓バランスウェイ
を用いた自然換気

ブラインドによる
日射，視線のコントロール

北向きハイサイドライト
からの安定した採光

エアバリアファンによる
ペリメーターの空調負荷
の軽減とドラフト防止

居住域を効率よく
空調する床吹き
置換換気空調

断熱性能の
高い樹脂窓

「省エネモニター」
エネルギー効率の見える化により
ワーカーの省エネ意識の向上

風と光と緑を積極的に
取り込む中庭

地下水熱を利用した空調

ブラインドをコントロール
する昼光センサー

ガラリを通してダブルスキン
内に外気を取り入れる。

固定したアルミルーバー
による日射制御
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機械室
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■⿊部の⾃然を取り込むーパッシブ建築

建築概要

敷地面積
建築面積　
延床面積　
　     1 階　
　     2 階　
建蔽率
容積率
階数　
最高高さ
軒高
階高　
天井高　
主なスパン　
構造
基礎

YKK  AP R&D センター　YKK AP R&D Center

搬出入口

ホール

会議室4

会議室1

中庭2

図書室

搬出入口

エントランスホール

食堂

調整室

会議室F1

会議室F3

倉庫

執務スペース

分析室エリア

会議室2

会議室3

会議室F2

会議
室E

会議
室D

会議
室C

会議
室B

EV

備品庫

備品庫

喫煙
室

厨房

洗浄室

厨房

ホイストクレーン

上部ハイサイドライト

可動
間仕切り

中庭3

中庭1

リフレッシュ
スペース IT

ネット
ワーク
室 IT
準備室

会議
室G

上部
トップライト

（打ち合わせ
 スペース）

会議室
A（客用）

リフレッシュ
スペース

来客入口

執務ゾーン 情報発信ゾーン中間ゾーン

高←　　　セキュリティレベル　　　→低

1階駐車場

N

9000 9000 9000 9000 9000 6750 6750 8500 4500 1850

73350

21
00

90
00

90
00

90
00

90
00

90
00

90
00

90
00

90
00

90
00

90
00

90
00
0

36m

72m
N

■黒部の豊かな自然を自社製品によって取り込んだ明るく開放的な執務スペース：
執務スペースの最大の特徴は、36m × 72m の巨大なフロアプレートを分割することなく、全体を一望できるオフィス
環境としたことである。全体が一望できる 3000㎡、CH 約 4.5 ｍのオフィスは北側にフルハイトのダブルスキン、天井
にはハイサイドライトを設け「あいの風」と呼ばれる地元特有の風や自然光を積極的に建築内に取り込む計画とした。
その他にも分かり易く可視化された省エネ手法を集積し、快適なオフィス環境を創出している。
執務空間の柱が少なくなるように 18m × 9m グリッドに柱を配置し、多雪地域（積雪量 150cm）の積雪荷重に対して
支点間距離を短くしてたわみを抑制する目的で Y 字型の柱を用いた。この構造グリッドに設備グリッドも揃えることで
より効率的な計画が実現した。
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■⿊部の⾃然を取り込むーパッシブ建築
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■⿊部の⾃然を取り込むーパッシブ建築

方位ごとの熱環境を考慮して、光や風を取り入れたい
南北面はダブルスキンカーテンウォール、熱負荷の
高い東西面は断熱サンドイッチパネルの外装を決定し
た。

南北の CW や樹脂窓の自然換気、ハイサイドライトの
煙突効果を用いて季節ごとの自然風を取り入れ、空気
が流れやすい空間の実現を目指した。

執務スペースについては、北向きのフルハイトのカーテ
ンウォール、ハイサイドライトからの安定した拡散光に
より昼間は自然採光のみで照度の確保を可能としている。
また、器具の配置等の工夫により基準照度を抑えること
が可能となっている。□□暖房時□□冷房時

□□自然換気シミュレーション □□自然採光シミュレーション

□□見える化モニターの様子

□□全所員 370 名が集まる広くて開放的な執務スペース。自然光と自然通風を十分に取り込むことができる。

□□アプローチ側（南面）外観。ダブルスキンカーテンウォールに日射制御のアルミルーバーを設置している。
開放的な外観を形成するとともに光・熱環境をコントロールする。中央部分には中庭の豊かな緑が見える。

■熱を制御する：■風を取り込む： ■光を取り込む：

□□２階平面図
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床：
ホモジニアスビニル床タイル

断熱材吹き付け ｔ=25mm

断熱材打ち込み t=30mm

壁：
ALC t=100mm 2-UE

コンクリート打ち放し（化粧）

土間コンクリート t=100mm

防虫網

天井：
GB-R
t=9.5mm＋DR t=9.5mm アルミパネル

電動ブラインド

ロックウール充填

GW-B t=25mm 32kg

アルミ笠木

アスファルト

アルミカーテンウオール

塗床

外断熱シート防水

樹脂窓

Low-E 
ペアガラス（6＋A12＋6mm）

フロートガラス
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天井：
LGS下地Fk t=6mm＋6mm

目透かし張り EP-G

壁：

床：
Ａ防水＋押さえコンクリート t=300mm 
塗床

腰壁：
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（右側だけ修正済みです。）
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□□矩計図

337151.5 m2
6534.62 m2
12583.66 m2
6,291.40 m2
6,247.27 m2
29.92 %（許容：60 %）
53.02 %（許容：200 %）
地上 2 階
13,870 mm
13,400 mm
執務スペース：5,750 mm
執務スペース：4,200
　　　　　　~4,650mm
9,000 mm × 9,000 mm
鉄骨造　一部 SRC 造
独立基礎

■評価表（書式C）

普通 優れて
いる

卓越し
ている ⼩計

０ ＋１ ＋２

○ 2

04象徴性

05完成度

☆
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○
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○

○
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○ 2

2
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□特に重
視したデ
ザインの
視点

☆

広く広がる平⾯ボリュームに、アルミルーバーによるボリュームが貫⼊し、バランスよい建物構成となっている。

☆

⾃社建築という性質を活かし、⾃社製品の実験的利⽤など、先進的な使い⽅を検証し、取り⼊れた。

☆
☆
☆

☆

機械室や設備機械本体を建物メインフロアではない1階に多く配置し、物理的な安全確保と、メンテナンス時などの

□⾃⼰評価欄

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

○ 211環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

○

○

○

2

2

○
○

2

☆

1

1

2

2

○
○

○
○

☆

エネルギー消費の⾒える化や、操作のしやすい汎⽤品の採⽤、発停区分に合わせた適切なリモコン配置により執務

に配慮した計画とした。
窓メーカーとしての技術と知⾒を活かし、発売前新商品の導⼊を⾏う。（バランスウェイとその網⼾形式）

中庭を配置する事で、明快なゾーニングを可能としセキュリティを確保すると同時に、活動の⾒える化や、使い勝⼿に

既存のマスタープランとの調和を重視し、それまでのデザイン要素の読み替えや、緑を連続させることを重視して計画
⼈との偶発的なコミュニケーションを新しい創造のきっかけとするために、⼈が普段活動するエリアを全て２階に集約し
雪国での⼤スパンの実現や、構造体を感じさせないデザインなど、意匠性・施⼯性・経済性に配慮した構造システム

⼭、川、海を持つ⿊部の地域植⽣を中庭植栽に取り⼊れ、地域に根ざした植栽計画としている。
シンプルで機能的なデザインにすることで周辺との調和を保ちつつ、あらゆる⼈に使いやすく時代性に引っ張られないデ

本来住宅⽤の樹脂サッシをビルカーテンウォールに組み合わせ意匠性に配慮しながら⾼い断熱性能のハイブリッドカー
外⽪性能の向上と⾃然採光・⾃然換気を両⽴したダブルスキンカーテンウォールによる環境負荷低減
ハイサイドライトとカーテンウォールから昼光を積極的に取り込みタスクアンビエント照明により⽇中の照明消費エネル
⿊部川扇状地の豊かな⽔を活⽤するため、⽔熱源空調機を採⽤。熱交換した⽔は夏は打ち⽔、冬は融雪⽤とし

□評価項⽬に対する設計者のデザイン意図

☆

（従前のデザインに⽐較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記
述してください。）

☆

YKK APの技術の総本⼭としてのアルミ材を仕上げとして使⽤しシンボル性のあるデザインとしている。
YKKらしさをクリアな機能美をもつガラスカーテンウォールと質量を持ったアルミの組み合わせによって表現している。

空調対応の必要な空間（2階）とそれ以外（1階）を明確に分けることでメリハリの付いた設備計画とし、効率化

アルミの素材のイメージを強調するためにアルマイト仕上げとし、仕上がりの統⼀感のため⼯場・現場で厳格に監理を

平⾯的に広がる形態を活かして中庭を中間領域に配置し、豊かな周辺環境を最⼤限に活かしたパッシブ建築を実

□評価項⽬

06機能性

08利便性

09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

無駄なくシンプルな機能美の感じられる建物とする。
⾃然光と⾃然通⾵を⼗分に取り込んだ広くて開放的な執務スペース。
デザイン的にもコスト的にも地形や⽴地などの敷地条件をそのまま活かすことでこの場所にふさわしい伸びやかなデザイ

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆

主要機能を1フロアに纏めることで使いやすい平⾯計画を実現している。

掘削⼟量をできる限り少なくするとともに、敷地から出たごろた⽯を外構デザインに使⽤し敷地内完結を図っている
建物主要機能を2階にし1階をピロティ化する事で、中庭と合わせて⾵の通り道を作っている。

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

⼤空間において居住域の快適性を優先させるため、エリア区分した床吹き空調システムを採⽤し費⽤対効果の⾼い
オフィスワーカーの活動空間をワンフロアに集約し、⼈とのコミュニケーションが図りやすく使いやすい計画とした。

18維持管理

☆

居住域空調を⾏うとともに、適度に分割した空調ゾーニングによりランニングコストを削減。

1階をSRC造、2階をS造とすることで1、2階の⽴て⽅を同時に⾏い⼯期短縮を図るとともに部材数も合理的にしコ
汎⽤品であるパッケージ空調機で⼤空間オフィスの居住域空調を実現した。
外⽪性能の確保に加え⾃然採光、⾃然換気を執務者が積極的に運⽤できるシステムによりランニングコストを低減

外装・内装ある美ルーバーなど建物の性能は担保しつつも本来の使い⽅を逸脱した新しい発想で取り⼊れた。

省エネルギー化を意識的に⾏うために、全⾃動ではなく、⼿動で窓を開けるなど、能動的な対応を取り⼊れている。
また、常時計測を⾏い、省エネルギー効果を検証するとともに、執務スペース内に設置したモニターにその結果を映し
出し、
1階をSRC造、2階をS造とすることで、耐久性を⾼めた持続⼒の⾼い構造計画となっている。
設備機器は執務スペース外にあるため、業務に影響なく機器更新が可能である。
建築・設備の合理化によるイニシャルコスト低減、負荷削減・⾃然エネルギー利⽤によるランニングコスト削減、汎⽤
設備利⽤によるメンテナンスの容易化により、LCCの低い建築とした。☆

19耐久性

20ＬＣＣ
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■エネルギーの見える化による意識向上と省エネルギー化：
省エネルギー化は所員自らが窓を開けるなど自発的に行うことが重要という観念か
ら、常時消費エネルギーの計測を行い、省エネルギー効果を検証できるようにした。
執務スペース内のモニターにその結果を映し出し、所員の意識向上を促している。
建物の外皮性能の確保による省エネルギー化に加え、この見える化が自然換気、
自然採光の積極的運用に繋がり、消費エネルギー削減に大きく寄与している。

■居住域を重視したメリハリのある設備計画：
[  9 x 9m グリッドの床吹き空調 ]
執務スペースは天井が高いため、居住域の快適さの確保とランニングコストの低減のために取り込む構造グリッドで
ある 9 × 9m のモジュール単位で操作可能な床吹き空調とした。

本建物は、YKK AP の研究・開発・検証・試験の機能を 1 カ所に集結し、専門分野の研究・知識を深耕し高品質なモノ
づくりを実践する施設である。開発に関わる所員がひとつの場所で働くことにより新たな価値を生み出し、提案を行える
場所を創出した。樹脂製サッシや新たに開発した自然換気窓により効率的な自然換気・採光を行うとともに、豊かな地
下水を利用した空調、モジュール単位で制御可能な床吹出空調等により快適な環境を実現した。

This is the facility where the research, development,　inspection and testing functions of YKK AP are all integrated into 
a single place to delve into their respective specialist fields to practice their high-quality craftsmanship. The place was 
designed for research-engineers to investigate and test an innovative value. Comfortable conditions were ensured by the 
A/C system with floor diffusers adjusted for each module utilizing resin window frames and windows attaining efficient 
natural ventilation and securing stable lighting.

■限られたコストで実現するー小エネ
「必要なときに必要な分だけ、小さなエネルギーで快適に運用する」。事業計画として、ふんだんにコストを使うのではなく、必要なものを見定めることでコスト面についても熟慮した計画となっている。自社開発品の採用や、汎用品

の要素を組み合わせることによる「発送の工夫によるローコスト化」や、各個人で制御可能な設備システムにすることによる「運用に期待する建築」、個人意識の向上による自主エネルギー管理システムなど、建築だけでなく、その
後の使い方次第で計画自体も成長していく仕組みである。コストをかけずにパッシブ建築を実現するために、様々なシミュレーションを行うなど、豊かな自然をとりこむ工夫を行っている。

■新たな価値を創造できる快適なオフィスを持つパッシブ建築の実現
黒部市の黒部荻生製造所内に建つ研究所である。
エントランスを入ると正面にオフィスとの間を柔らかく仕切る緑豊かな中庭が広がり、右手には食堂
の先に北アルプスが一望できる。平面的に広がる形態を活かして中庭を中間領域に配置し、執務ゾー
ン、中間ゾーン、情報発信ゾーンの３つの明快なゾーニングによりセキュリティを確保すると同時に、
活動の見える化や、光と風を建物に取込む環境にも配慮した計画としている。

[ 黒部の自然を最大限に活かすダブルスキンカーテンウォール ]
南北に大きく開いたカーテンウォールによって光と風を取り入れる計画である。北向きの執務スペースでは安定した採光を得、南
面はキャビティ内に設置したアルミルーバーと電動ブラインドで、日射負荷を低減している。インナースキンには樹脂製の引違サッ
シを組込み、所員が窓の開閉を行い、自然換気や省エネルギー化を実感できるようにしている。

■ガラスやアルミなどの YKK AP のイメージを活かした「YKK AP 技術の総本山」としてのシンボル性と性能確保の両立

□□奥に見えるホールの壁は外装で用いたのと同じアルミルーバーを使って
いる。照明計画と合わせてアルミを象徴的なデザインとして表現した。

□□評価表

□□ 環境断面図：豊かな周辺環境を取り込んだパッシブ建築を実現するため、様々なシミュレーションを行い、緻密に計画している。

[  井水利用 ]
黒部川扇状地の豊かな水を活用するため、エントランスホールに水熱源空調機を採用した。熱交換した水は夏は打ち
水、冬は融雪用として利用し、貯留浸透層から地中に戻している。

[ アルミボリュームによるシンボル性 ]
アプローチに面する建物の南西角部分は高い階高が必要なため、大きなボリュームとしてその存在感を示している。こ
の外装を ECPとアルミルーバーによる二重壁とすることで、日射負荷の低減と YKK AP R&D センターとしてのシンボル性
の確保を実現した。形態的にも四角い建物に対して斜めの角度でボリュームが貫入することで建物に動きを与えている。

[ 日射負荷を軽減する東西面の断熱パネル ]
建物の東西面は日射負荷が高く熱環境として不利なため、開口をできる限り制限し高断熱の外壁としている。また、窓
部分にも樹脂製のサッシを用い断熱に配慮している。

□□アルミルーバーの外壁

BEST(H25省エネ)計算値BEST(H25省エネ)計算値 モニタリングによる2017年実績値モニタリングによる2017年実績値

1094 843 710

22.9％
削減 35.1％

削減

46.6％
削減

ZEB評価基準

□□2017 年度エネルギー実績

□□日射遮蔽ルーバーを設置したアルミカーテンウォール

□□北側アルミカーテンウォールのファサード □□手動開放可能な樹脂窓のあるリフレッシュコーナー□□断熱サンドイッチパネルを用いた東西面。

■エントランス井⽔利⽤空調概念図

PAC室外機
（水冷式）

床置PAC
室内機

敷地内
地下水

■豊かな水資源を有効活用する

・⿊部川扇状地の地下⽔を活⽤するため、エントランスに⽔熱源式ヒートポンプ空調機を採⽤。
・温度の安定した地下⽔にて熱交換し空調エネルギー削減し、熱交換後の⽔を夏は打ち⽔、
冬は融雪⽔として有効利⽤。

・PAC空調機をスパンに合わせて分散配置することで、
⼤空間でも必要な箇所だけ空調が可能

・照明ゾーニングも空調ゾーニングに合わせ、
経済的な運⽤を可能とする。

・外気導⼊は4系統に区分し、ハイサイドライトより排気

空調・照明発停ゾーン分け（32ゾーン）

1F天井内 床吹き⽤PAC空調機

外気処理PAC吹出し

天井照明器具

■執務スペースの空調・照明ゾーニング

空調還気

□□空調ゾーニング


